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1. はじめに 
本書はパフォーマンス測定・監視ツール「GASAIRE」の一連の操作方法を記述した操作マニュ
アルです。 

 以下に全体の操作フローを示し、各操作の詳細について次貢からご説明いたします。 
 
＜GASAIRE  全体の操作フロー＞ 

※ライセンス未登録時

ライセンス登録画面表示

メインメニュー表示

稼動データを収集又は監視する。

GASAIREを起動する。 ＊スタート→プログラム→GASAIREをクリック

⇒STEP1 「稼動データの収集/監視」ボタンをクリック

ライセンスを登録する。

稼動データの収集/監視画面表示

稼動データを収集するスケジュールや条件を設定する。
＊「４．稼動データの収集
　　/監視」を参照

CSVファイルを作成する。 ⇒STEP2 「CSVファイルの作成」ボタンをクリック

CSVファイルの作成画面表示

CSVファイルを作成する条件を設定する。

CSVファイルのグラフ化

＊「5．CSVファイルの作成」を参照

稼動データファイルの
作成フォルダの設定

稼動データファイルの管理画面表示

稼動データファイルの作成フォルダーを設定する。
＊「６．稼動データファイル

　　の管理」を参照

⇒管理「稼動データファイル」ボタンをクリック

※初期設定フォルダー：GASAIREのインストール先フォルダ

＊「２．ライセンス登録」を参照

繰り返し可

繰り返し可

ダウンロードのホームページ表示
http://www.so-ten.co.jp/download/

グラフ作成テンプレート、グラフテンプレート
の利用方法をダウンロード。

基本データCSVファイル
のグラフ化

基本データ以外の
CSVファイルのグラフ化

⇒ダウンロード「操作マニュアル/
　グラフ作成テンプレート」ボタン
　をクリック

終　了

EXCEL、その他のツール
を用いてCSVファイルの
グラフ化を行って下さい。

注：起動の際は必ず[Administorator]で
　　 ログインしてください！
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2. ライセンス登録 
 この作業は初回起動時のみ必要となります。 

 
 ライセンス登録には、保証書に記載されたシリアル番号が必要となります。このシリアル番号は

16進数にて4文字ずつ4つのブロックに分かれて書かれております。それぞれのブロックに順に入
力してください。 
 

 
*  シリアル番号はパッケージ毎に異なります。 

 
シリアル番号の控えにお使いください。 
 
 

………………….   － ………………….   － ………………….   － …………………. 
 
 
 
 
* シリアル番号に使用されている字体のサンプル 

0 1  2  3  4  5  6  7  8  9  A  B  C  D  E  F 
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3. メインメニュー 
  [メインメニュー]  とは、GASAIREのトップページのことを指します。 
この画面を基点として、稼動データの収集、CSVファイルの作成、稼動データファイルの管理と
いう３つの作業を行います。また、この画面から所定のWEBページへ遷移し、マニュアルやＣＳ
Ｖファイルのグラフ化を行うためのテンプレートをダウンロードすることもできます。 
 
[メインメニュー] の画面は以下になります。 
 

①このボタンをクリックし、稼動
　 データの収集、監視を行いま
　 す。「３．稼動データの収集・
　 監視」を参照 ②このボタンをクリックし、ＣＳＶ

　 ファイルの作成を行います。
　「４．ＣＳＶファイルの作成」を　
　参照

④このボタンをクリックし、稼動
　 データファイルの管理を行い
　 ます。５．稼動データのファイ
　 ルの管理」を参照

③このボタンをクリックし、蒼天
　 のホームページから[グラフ　
　 テンプレート]と[操作マニュア
　 ル]をダウンロードします。

⑤このボタンをクリックすると、
　 GASAIREのプログラムが終　
　 了します。
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4. 稼動データの収集／監視 
 GASAIREが稼動データの収集および監視を行うための各種設定を行います。GASAIREがその設
定に従って稼動するようにスケジュール登録されます。スケジュールの登録に必要な項目は以下の

とおりです。 
 
１）対象ホスト 
 稼動データを収集したいホスト名を選択します。この時GASAIREが実行されている端末自身も
対象にすることができますが、GASAIREの処理を行っている分だけ正確な情報は捉えにくくなり
ます。 
 
２）稼動データの取得 
 稼動データを収集する条件として、常に稼動データを収集する「通常処理」と指定された一定の

条件（しきい値）を満たした時点から稼動データを収集する「しきい値トリガー」があります。

「しきい値トリガー」では、もしスケジュールされた時間内にしきい値を超えなかった場合、稼動

データは収集されないことになります。 
 
３）開始時間 
 稼動データの収集を開始する時間を設定します。ここでは特定の時間を設定するだけでなく、ス

ケジュールが登録された時点からすぐに実行される「今すぐ開始」や毎週○曜日というように定期

的に繰返し実行されるスケジュールの登録も可能です。繰返し実行されるスケジュールに対しては、

常に１ヶ月先までのスケジュールを重複チェックしており、その間で重複が発生したときは警告の

ウィンドウが表示されます。この警告を無視してスケジュールを実行した場合、すでに実行されて

いるものが優先となり、後から実行しようとしたスケジュールについてはエラーメッセージととも

に実行が中断されます。また、ネットワーク接続などのため、GASAIREの起動から実際に稼動デ
ータが収集されるまで数秒から数十秒かかります。対象ホストに高負荷がかかっておりOSがネッ
トワーク接続を許可しない場合には、データが収集されない場合があります。 
 
４）終了時間 
 稼動データの収集を終了する時間を設定します。終了時間は開始時間を起点として指定します。

また収集される稼動データは一定以上の大きさを超えないよう２時間毎に自動的に分割されます。 
 
５）取得間隔 
 稼動データを収集し次のデータを収集するまでの時間間隔を意味します。取得間隔を短くするこ

とでより詳細なデータを収集することができますが、その分ネットワークに負荷がかかり収集され

るデータが大きくなります。このためまずは取得間隔を大きめに設定し、より詳細なデータを必要

とされる部分についてのみ取得間隔を短くされることをお勧めします。 
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[稼動データの収集／監視]の設定は以下の画面で行います。 

 

①このボタンをクリックし、スケ
　 ジュールの新規登録を行い　
　 ます。詳細は「３.１ スケ　　　
　 ジュールの新規予約を登録　
　 する」を参照

②このボタンをクリックし、登録
　されたスケジュールを変更し　
　ます。詳細は「３.２ スケジュー
　ルの変更」を参照。

③このボタンをクリックし、登録
　されたスケジュールを参照し　
　ます。詳細は「３.３ スケジュー
　ルの変更」を参照

④このボタンをクリックし、実行
　 中のスケジュールを中断、も
　 しくは待機中のスケジュール
　 を削除します。詳細は「３.４ 　
　 スケジュールを削除する」を　
　 参照。

登録されているスケジュールに
関する情報がこの欄に表示さ
れます。

上の欄に登録されているスケ
ジュールが「登録された」「実行
された」「中断された」「削除さ
れた」という状態のログををこ
の欄でリアルタイムに報告しま
す。

⑤このボタンをクリックすると　
　「稼動データの収集／監視」　
　の画面が終了します。

このボタンをクリックすると上の
欄に表示されたスケジュールの
状態のログが削除されます。
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4.1 スケジュールの新規予約登録をする 

 
GASAIREが対象ホストからデータの収集および監視を行うための条件設定をします。 
スケジュールの他に対象ホストの選択やデータ取得間隔の設定といった諸々の設定を併せて行い

ます。 
 
① 初めてGASAIREを利用する場合には、[新規予約]の[Page.1]で、GASAIREの対象候補となる

[登録済みホスト]に[ホスト名]を追加します。 

 

①GASAIREの対象となる　
　ホストが登録されていな
　い場合は、クリックしま　
　す。
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② [ホスト名の登録]画面でGASAIREの対象候補となるホストの[ホスト名]を登録します。 

 

GASAIRE1.0-J をご使用の方 

① [ホスト名]の一覧の中から、[稼動データの収集／監視]をするホストを選択します。②[ホスト名]の一覧で選択
　 されたホストを[登録され
　 ているホスト] に追加し　
　 ます。

③[登録されているホス　　
　 ト]に[ホスト名]が追加さ
　 れます。

④[ＯＫ]をクリックします。

 

GASAIRE1.0.1-J をご使用の方 

① [ホスト名]の一覧の中から、[稼動データの収集
     ／監視]をするホストを選択します。

② [ホスト名]の一覧で選択されたホストを[登録され
     ているホスト] に追加します。

③ [登録されているホスト]に[ホスト名]が
    追加されます。 ④[ＯＫ]をクリックします。

 
◆ ホストが見当たらないとき 

① ホスト名あるいはＩＰアドレスを
　　直接入力します。

② [接続チェック]をクリックします。

③ 入力されたホスト名が表示されます。
④ [ホスト名]の一覧で選択されたホストを
    [登録されているホスト] に追加します。

⑤ [登録されているホスト]に
   [ホスト名]が追加されます。
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③ [新規予約]の[Page.1]で[対象ホスト]の登録を行います。 

 

①[登録済みホスト]の欄か
　 ら対象とする[ホスト　　　
　 名]を選択してクリックし
　 ます。

②[対象ホスト]の欄に選択
　 した[ホスト名]が表示さ　
　 れます。

③[次>>」をクリックします。  
 
 
 ④［新規予約］の［Page.2］で［稼動データの取得方法］を選択します． 

①[通常処理]か[しきい値
　 トリガー]のどちらかを選
　 択してクリックします。

②[次>>]をクリックします。

Page.４へ

Page.３へ

[通常処理]を選択した場合

[しきい値トリガー]を選択した場合

解説 解説

[通常処理]とは？

定めされた時間に対象となるシステムから稼動データを
収集します。定められた時間内には必ず稼動データ収
集を行う設定です。

[しきい値トリガー]とは？

特定のリソース毎に値を設定し、その値を上回ったとき、
あるいは下回ったときに稼動データの収集を開始する設
定です。しきい値を超えたときのみ稼動データ収集を行
います。
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※ [しきい値トリガー]を選択した場合は[Page.3]で[しきい値の選択]を行います。 

 

①しきい値を設定する項　
　 目を選択し、四角の　　　
　 チェックボックスをクリッ
　 クしてチェックを入れま　
　 す。（複数選択可）

②選択した項目のしきい　
　 値を設定するため、数値
　 を入力します。

③[次>>]をクリックします。

 
注意 ：複数のチェックボックスにチェックが入った時は全ての条件が揃った時（AND）が起動条件となります。 

 
 ⑤ [新規予約]の[Page.4]で稼動データ収集を開始するタイミングについて、[今すぐ開始]か[タ

イマー予約]かを選択します。 

 

①稼動データ収集につい　　　
　て、[今すぐ開始]か[タイ　　　
　マー予約]かを選択します。

②[次>>]をクリックします。

Page.6へ

Page.5へ

「今すぐ開始」を選択した場合

「今すぐ開始」を選択した場合

 
 

  



12 

 ⑥[新規予約]の[Page.5]で[タイマー予約]の設定を行います。 

 

 [日単位]での設定を行う画面 

①プルダウンメニューから　
　 [日単位][週単位][月単　　
　 位]の３つのうちから[日単
　 位]を選択します。

②稼動データの収集を開　
　 始する時間を設定しま　
　 す。

③[次>>]をクリックします。

 

 
 [週単位]での設定を行う画面 

 

①プルダウンメニューから　
　 [日単位][週単位][月単　　
　 位]の３つのうちから[週単
　 位]を選択します。

②稼動データの収集を行　
　 う曜日を選択（複数選択
　 可）し、開始時間を設定
　 します。

③[次>>]をクリックします。
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[月単位]での設定を行う画面 

 

①プルダウンメニューから　
　 [日単位][週単位][月単　　
　 位]の３つのうちから[月単
　 位]を選択します。

②稼動データの収集を行　
　 う日と開始時間を設定し
　 ます。

③[次>>]をクリックします。

 
 
 ⑦[新規予約]の[Page.6]で[終了時間の選択]を行います。 

  

①開始時間からの時間を
　 指定する[取得期間指　
　 定]か、終了時間で設定
　 する[終了時間指定]の　
　 どちらかを選択します。 ②[取得期間指定]であれ　

　 ばどれだけの時間稼動
　 データの収集を行うか、
　 [終了時間指定]であれ　
　 ば収集を終了する時刻
　 を設定します。

③[次>>]をクリックします。
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 ⑧[新規予約]の[Page.7]で[稼動データの取得間隔の選択]を行います。 

 

①データを取得する間隔を
　 プルダウンメニューから
　 選択して設定します。

②[次>>]をクリックします。

どういう意図で登録された
スケジュールかといったこ
となどを、必要に応じてメ
モします（任意）。
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 ⑨[新規予約]の[Page.8]でこれまで設定した予約内容の[最終確認]を行います。 

 

①[予約内容]が正しいか　
　 確認します。

②[OK]をクリックします。

これでスケジュールの新規予約は完了です。

修正が必要な場合は、
[<<前]をクリックして修正
する項目のページへ戻り、
修正を実行します。
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4.2 スケジュールを変更する 

 

①変更したいスケジュール
　 を選択し、カーソルを合
　 わせてクリックします。

②[変更]をクリックします。

「３.１ スケジュールの新規予約登録をする」
と同様の手順で変更を行います。
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4.3 スケジュールを参照する 

①参照したいスケジュール
　 を選択し、カーソルを合
　 わせてクリックします。

②[参照]をクリックします。

スケジュールの内容を参照します。
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4.4 スケジュールを削除する 

 
ここでは、スケジュールの削除を行います。大きく分けて２つのパターンがあります。 
・ 実行中のスケジュールを中断し、かつ削除する 
・ 待機中（予約待ち）のスケジュールを削除する 

 
 [実行中]のスケジュールを中断・削除する 

 

①中断・削除したいスケ　
　 ジュールを選択し、カー
　 ソルを合わせてクリック
　 します。

②[取消]をクリックします。

実行中のスケジュールを
中断・削除します
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 [待機中]のスケジュールを削除する 

 

①削除したいスケジュール
　 を選択し、カーソルを合
　 わせてクリックします。

②[取消]をクリックします。

待機中のスケジュールを
削除します

※注意：

①待機中のスケジュールがある場合でも、[稼動データの収集／監視] 画面を終了すると、そのス
　 ケジュールは開始時間になっても実行されません。待機中のスケジュールの開始時間前には必
　 ず[稼動データの収集／監視] 画面を立ち上げておくようにしてください。

②実行中のスケジュールがある場合に[稼動データの収集／監視] 画面を終了すると、そのスケ　
　 ジュールは中断されます。実行中のスケジュールがある間は必ず[稼動データの収集／監視] 　
　 画面を立ち上げておくようにしてください。

③作成される稼動データファイルの容量の目安は、以下のようになっております。

取得時間 取得間隔 ファイル容量
例１ 60分 10秒 約30MB
例２ 60分 1秒 約50MB

 
☆ 稼動データファイルの作成方法について： 
作成される稼動データファイルは１ファイル当り最長１２０分間までとなっています。 
１２０分間を超えるスケジュールの場合、１２０分毎に稼動データファイルが作成さ

れますのでご注意下さい。 
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5. ＣＳＶファイルの作成 
 [稼動データの収集／監視] で生成されたデータは、バイナリー形式で保存されています。このデ
ータをExcelなどのアプリケーションで取り扱うことのできるようCSVファイルへの変換を行いま
す。GASAIREで収集された稼動データには様々な項目があり用途に合わせとくに重要な要素だけ
を取り出す「基本」や各プロセスごとの利用状況を取り出す「プロセス」等を選択することが可能

です。 
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 [ＣＳＶファイルの作成] の設定は以下の画面で行います。 
 

①[CSVファイルの作成]を
　 クリックします。

すでに作成された稼動データの
ファイルが一覧表示されます。

どういう視点でCSVファイルを
作成するかを設定します。

[リソース別データ]をCSVファイ
ルに変換する場合、どのリソー
スを対象とするか選択します。

[プロセス別データ]を
CSVファイルに変換する際に
どのプロセスを対象とするか
選択します。

CSVファイルを作成した履歴が
表示されます。

このボタンをクリックすると
CSVファイルの作成が実行さ
れます。

このボタンをクリックすると
[CSVファイルの作成]画面を
終了します。  

☆注１ 
作成されている稼動データファイルは１ファイル当り最長１２０分間までとなっています。 
１２０分間を超えるスケジュールであった場合、１２０分毎の開始時間で稼動データファイルが作成されて

いますのでご注意下さい。 

＊作成されている稼動デー

タファイルについては

「☆注１」をご参照下さ
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①[ＣＳＶファイルの作成]画面でＣＳＶに変換するデータの内容を設定します。 

 

①[CSVファイルの作成]の対象
　 とする稼動データを選択し、　
　 カーソルを合わせてクリックし
　 ます。

②選択した稼動データから、ど
　 のようなデータを抽出して　　
　 CSVファイルに変換するか設
　 定します。

③[CSV作成]ボタンをクリックし
　 ます。

①CSVファイルの保存先を選択
　 します。

②ファイル名を確認し、必要が
　 あれば変更します。初期設定
　 は「GASA-ホスト名-稼動　　
　 データ取得時間-CSV作成の
　 対象設定」で命名されていま
　 す。

③[保存]をクリックし、CSVファ　
　 イルを選択された保存先へ　
　 保存します。

これで[CSVファイルの作成]は完了です。

※CSVファイルに出力さ
れるデータの詳細は、
「③GASAIRE測定稼動
データ一覧表」をご参照く
ださい。
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② 作成したＣＳＶファイルを確認します。 
 

①作成されたCSVファイルをダ
　ブルクリックします。

②開いたファイルを確認しま　　
　 す。
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③ GASAIRE測定稼動データ一覧表 

 

 ＣＳＶファイルに出力されるデータの詳細は、以下の表のようになります。 
 

リソース 稼動データ種別 リソース 稼動データ種別 単位 CPU メモリー 物理ディスク 論理ディスク ネットワーク

CPU利用率 CPU CPU % ％ ◎ ◎ ◎

特権モードでのＣＰＵ利用率 CPU CPU Privileged % ％ ◎ ◎

ユーザモードでのＣＰＵ利用率 CPU CPU User % ％ ◎ ◎

メモリ空き容量 Memory Available Memory (Bytes) バイト ◎ ◎ ◎

仮想メモリ読込み回数 Memory Page Read (Pages) ◎ ◎

仮想メモリ書込み回数 Memory Page Write (Pages) ◎ ◎

仮想メモリ読込み量 Memory Page Input (Page/sec) ページ/秒 ◎ ◎

仮想メモリ書込み量 Memory Page Output (Page/sec) ページ/秒 ◎ ◎

仮想メモリ量 Memory Committed (Byte) バイト ◎

ディスク利用率 Physical Disk Disk Occupant  % ％ ◎ ◎ ◎

ディスク読込み利用率 Physical Disk Disk Read Occupant % ％ ◎ ◎

ディスク書込み利用率 Physical Disk Disk Write Occupant % ％ ◎ ◎

データ転送量 Physical Disk Disk Transfer (Byte/sec) バイト/秒 ◎ ◎

データ読込み量 Physical Disk Disk Read Transfer (Byte/sec) バイト/秒 ◎ ◎

データ書込み量 Physical Disk Disk Write Transfer (Byte/sec) バイト/秒 ◎ ◎

ディスク空き容量 Physical Disk Free (MB) MB ◎

ディスク利用率 Logical Disk Disk Occupant  % ％ ◎ ◎ ◎

ディスク読込み利用率 Logical Disk Disk Read Occupant % ％ ◎ ◎

ディスク書込み利用率 Logical Disk Disk Write Occupant % ％ ◎ ◎

データ転送量 Logical Disk Disk Transfer (Byte/sec) バイト/秒 ◎ ◎

データ読込量 Logical Disk Disk Read Transfer (Byte/sec) バイト/秒 ◎ ◎

データ書込み量 Logical Disk Disk Write Transfer (Byte/sec) バイト/秒 ◎ ◎

ディスク空き容量 Logical Disk Free (MB) MB ◎

データ転送量 Network I/F Data Trans (Byte/sec) バイト/秒 ◎ ◎ ◎

ネットワーク帯域幅 Network I/F Bandwidth (MB) MB ◎ ◎

パケット受信量 Network I/F Packets Receive (packets/sec) パケット/秒 ◎ ◎

非ユニキャストでのパケット受信量 Network I/F Packets Receive Non-Unicast (packets/sec) パケット/秒 ◎ ◎

ユニキャストでのパケット受信量 Network I/F Packets Receive Unicast (packets/sec) パケット/秒 ◎ ◎

パケット送信量 Network I/F Packets Send (packets/sec) パケット/秒 ◎ ◎

ユニキャストでのパケット送信量 Network I/F Packets Sende Unicast (packets/sec) パケット/秒 ◎ ◎

非ユニキャストでのパケット送信量 Network I/F Packets Send Non-Unicast (packets/sec) パケット/秒 ◎ ◎

接続ミス数 TCP Connection Failures Count ◎

ACTIVE接続数 TCP Connection Active Count ◎

PASSIVE接続数 TCP Connection Passive Count ◎

ＣＰＵ利用率 Process CPU % ％ ◎ ◎

特権モードでのＣＰＵ利用率 Process CPU Privileged % ％ ◎

ユーザモードでのＣＰＵ利用率 Process CPU User % ％ ◎

ＩＯ読込み量 Process IO Read (Byte/sec) バイト/秒

ＩＯ書込み量 Process IO Write (Byte/sec) バイト/秒

仮想メモリ使用量 Process Page File (Byte) バイト

仮想メモリ使用量（ピーク時） Process Peak Page File (Byte) バイト

スレッド数 Process Thread Count

CSVファイル項目名

ネットワーク

プロセス

測定稼動データ

ＣＰＵ

物理ディスク
（ディスクドライブ）

メモリー

論理ディスク
（パーティション）

csvファイルへの出力項目

基本データ 詳細データ
リソース別
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出力される各データについての解説を下表に記します。 
 

リソース 稼動データ種別 リソース 稼動データ種別 単位

CPU利用率 CPU CPU % ％ CPUが利用された時間の割合

特権モードでのＣＰＵ利用率 CPU CPU Privileged % ％ 特権モード(主にOSやドライバーで利用) として利用された時間の割合

ユーザモードでのＣＰＵ利用率 CPU CPU User % ％ ユーザーモード(主にユーザアプリケションで利用) として利用された時間の割合

メモリ空き容量 Memory Available Memory (Bytes) バイト メモリーの空き容量。システムの安定のためには出来うるだけ多く空いている事が望ましい。

仮想メモリ読込み回数 Memory Page Read (Pages) ハードディスクにある仮想メモリ（ページング）からデータを読込まれた回数

仮想メモリ書込み回数 Memory Page Write (Pages) ハードディスクにある仮想メモリ（ページング）からデータが書込まれた回数

仮想メモリ読込み量 Memory Page Input (Page/sec) ページ/秒 ハードディスクにある仮想メモリ（ページング）からデータを読込まれたページ数

仮想メモリ書込み量 Memory Page Output (Page/sec) ページ/秒 ハードディスクにある仮想メモリ（ページング）からデータが書込まれたページ数

仮想メモリ量 Memory Committed (Byte) バイト システムに割当てられた仮想メモリ量

ディスク利用率 Physical Disk Disk Occupant  % ％ 各ディスクが読込み･書込みに利用された時間の割合 (稼動データ取得間隔の時間内での割合)

ディスク読込み利用率 Physical Disk Disk Read Occupant % ％ 各ディスクが読込みに利用された時間の割合

ディスク書込み利用率 Physical Disk Disk Write Occupant % ％ 各ディスクが書込みに利用された時間の割合

データ転送量 Physical Disk Disk Transfer (Byte/sec) バイト/秒 各ディスクのデータ転送量

データ読込み量 Physical Disk Disk Read Transfer (Byte/sec) バイト/秒 各ディスクからデータを読込まれた量

データ書込み量 Physical Disk Disk Write Transfer (Byte/sec) バイト/秒 各ディスクへデータを書込まれた量

ディスク空き容量 Physical Disk Free (MB) MB 各ディスクの空き容量

ディスク利用率 Logical Disk Disk Occupant  % ％ 各パーティションが読込み･書込みに利用された時間の割合 (稼動データ取得間隔の時間内での割合)

ディスク読込み利用率 Logical Disk Disk Read Occupant % ％ 各パーティションが読込みに利用された時間の割合

ディスク書込み利用率 Logical Disk Disk Write Occupant % ％ 各パーティションが書込みに利用された時間の割合

データ転送量 Logical Disk Disk Transfer (Byte/sec) バイト/秒 各パーティションが読込み･書込みに利用されたデータ転送量

データ読込量 Logical Disk Disk Read Transfer (Byte/sec) バイト/秒 各パーティションからデータを読込まれた量

データ書込み量 Logical Disk Disk Write Transfer (Byte/sec) バイト/秒 各パーティションへデータを書込まれた量

ディスク空き容量 Logical Disk Free (MB) MB 各パーティション毎の空き容量です。

データ転送量 Network I/F Data Trans (Byte/sec) バイト/秒 各ネットワークインターフェースのデータ転送量

ネットワーク帯域幅 Network I/F Bandwidth (MB) MB 各ネットワークインターフェースの帯域

パケット受信量 Network I/F Packets Receive (packets/sec) パケット/秒 各ネットワークインターフェースが受信したパケット量

非ユニキャストでのパケット受信量 Network I/F Packets Receive Non-Unicast (packets/sec) パケット/秒 各ネットワークインターフェースが受信した非ユニキャストのパケット量

ユニキャストでのパケット受信量 Network I/F Packets Receive Unicast (packets/sec) パケット/秒 各ネットワークインターフェースが受信したユニキャストのパケット量

パケット送信量 Network I/F Packets Send (packets/sec) パケット/秒 各ネットワークインターフェースが送信したパケット量

ユニキャストでのパケット送信量 Network I/F Packets Sende Unicast (packets/sec) パケット/秒 各ネットワークインターフェースが送信した非ユニキャストのパケット量

非ユニキャストでのパケット送信量 Network I/F Packets Send Non-Unicast (packets/sec) パケット/秒 各ネットワークインターフェースが送信したユニキャストのパケット量

接続ミス数 TCP Connection Failures Count ネットワーク接続に失敗した回数

ACTIVE接続数 TCP Connection Active Count クライアントからサーバへ接続を行なった回数

PASSIVE接続数 TCP Connection Passive Count サーバからクライアントへ接続を行なった回数

ＣＰＵ利用率 Process CPU % ％ 指定されたプロセスによるCPU利用率

特権モードでのＣＰＵ利用率 Process CPU Privileged % ％ 指定されたプロセスによる特権モードでのCPU利用率

ユーザモードでのＣＰＵ利用率 Process CPU User % ％ 指定されたプロセスによるユーザモードでのCPU利用率

ＩＯ読込み量 Process IO Read (Byte/sec) バイト/秒 指定されたプロセスによるデータの読込み量

ＩＯ書込み量 Process IO Write (Byte/sec) バイト/秒 指定されたプロセスによるデータの書込み量

仮想メモリ使用量 Process Page File (Byte) バイト 指定されたプロセスによるページファイルの平均利用量

仮想メモリ使用量（ピーク時） Process Peak Page File (Byte) バイト 指定されたプロセスによるページファイルの最大利用量

スレッド数 Process Thread Count 指定されたプロセスが使用しているスレッド数

プロセス

測定稼動データ

ＣＰＵ

物理ディスク
（ディスクドライブ）

メモリー

論理ディスク
（パーティション）

CSVファイル項目名

ネットワーク

各データの概略
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6. 稼動データファイルの管理 
 稼動データファイルは取得間隔が１秒の場合１時間で250MBにも及ぶ場合があります。このた
め[稼動データファイルの管理] で稼動データをより大きなディスクなどに移動したり、不要なデー
タを削除するための設定を必要に応じて行います。 
 
 [稼動データファイルの管理] の設定は以下の画面で行います。 
 
すべてのチェックボックスに
チェックマークを入れます。

チェックボックスに入っている
チェックマークを全て外します。

選択されたファイルのチェック
ボックス全てにチェックマークを
入れます。

各ファイルのデータ収集が行わ
れた時間を[収集時間]の欄に
表示させます。

チェックボックスにチェックマー
クが入れられているファイルを
削除します。

チェックボックスにチェックマー
クが入れられているファイルを
指定のフォルダへ移動します。

過去に別のフォルダへ移動した
ファイルを元のフォルダへ戻し
ます。

生成済の各ファイルに関す
る情報を一覧表示します。

[ログ管理]の画面を終了
させます。

GASAIREによって生成される稼
動データのファイルの保存先を
変更します。

※注意：

①[保存フォルダの変更] を行う場合、必ず [稼動データの測定／監視] 画面を終了してから行っ　
　 てください。

②[時間表示] はファイル数が多い場合、またはファイル容量が大きい場合、表示までの処理に数
　 分間かかる場合があります。
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